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岐阜大会が 2014 年 8 月 7 日(木)～8 月 9 日(土)

の３日間、岐阜聖徳学園大学・じゅうろくプラザを

会場として、開催されました。ろう数研は、会員お

よび全国ろう学校に案内文書を送り、参加を呼びか

け、聴覚障害者教員３名を含むろう学校関係者８名

が参加しました。 

 聴覚障害者教員にたいする情報保障として、大会

実行委員が開会行事・記念講演に手話通訳をつけて

くれました。また、講座・分科会・数学サロンには、

ろう数研から岐阜県聴覚障害者情報センターに依

頼して、手話通訳者を派遣してもらいました。 

 通訳時間は、延べ３２．５時間（各セッションで

待ち合わせ時間０．５時間を含む）。 

 通訳者数は、延べ２６人(1 箇所に２～３人)。 

 情報センター・手話通訳者への謝礼は、 

通訳料８７，５００円、交通費２０，０１７円、

計１０７，５１７円でした。 

 この費用は、賛助会員のみなさまからの賛助会費

（寄付）によって賄いました。 

 情報センターに通訳派遣を依頼したときは、「数

学教育の手話通訳はまったく経験がないからでき 

 

 

 

 

 

 

 

 

るかどうかわからない」と強い不安を表明されまし

たが、大会冊子を事前に通訳者に印刷・配付するな

どして、準備してくれました。結果的に、聴覚障害

者教員からも通訳者からも、スムーズに情報保障が

できたという感想をもらいました。 

 これには、大会実行委員会をとおして各講座等の

司会者・報告者に「できるだけ視覚的表示を多用し

てほしい」という要請が周知されていた、というこ

とも預かっていたと思われます。 

 岐阜大会実行委員会および岐阜県聴覚障害者情

報センターに、深く感謝します。 

 岐阜大会参加の成果については、「ろう数研会報」

に参加者の感想文を掲載しましたので、ごらん下さ

い。 

 

 ろう数研の数教協大会参加は、２００６年の花巻

大会以来９回目になります。 

 手話通訳者配置の費用が、年平均８万円ほどかか

るため、２０１２年霧島大会からは、５年間限定の

「賛助会員」制度を作り、数学教育協議会・聾教育

関係者に寄付をお願いしてきました。来年２０１５
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年の宮城大会、２０１６年の千葉大会までは、賛助

会員制度を維持して、手話通訳体制確保を続けたい 

  

 

 

 

 

 

鹿児島大会以来２年ぶりに参加しました。重複の

グループの数学の授業の進め方にずっと悩んでい

るので、少しでも参考になるものをと思い、行くこ

とにしました。現在、高等部なので高等学校の数学

の内容も気になったのですが、今年は、分科会はす

べて「特別支援の算数」に参加しました。 

1 日目 

午前中は「授業づくりのための講座」ということ

で、鹿児島の大会の時にも元気な先生で印象に残っ

ていた広島の小学校の倉澤明子先生という方の講

座・特別支援の算数に参加しました。倉澤先生は、

物語風に足し算、引き算の授業を進める先生独自の

進め方で、絵も上手で、歌を歌いながら…私には真

似できないなと思いました。でも、角度を教えるの

に唐傘お化けの教材を手作りしたり、面積を求める

のに模造紙を切ったものをロール状にし、牛乳パッ

クを用いた教材のアイデアはとても参考になりま

した。 

その日の夜の教具展では、位取りを学ぶゲームを

させてもらい、これも参考になりました。 

教具展ではいつも

盛りだくさんで、全部

まわりきりたいとい

つも思うのですが、今

年も半分ほどしかま

わることができず…

残念でした。 

 

と思います。ご協力、お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

中でも沖縄の先生で、15 分程度のプリントを１～

２か月続けた結果、スラスラとできるようになった

という話はとても興味深かったです。 

また、開会行事では、記念講演の前に岐阜の県立

高校の数学の教員である今井先生のサイエンスマ

ジックショーがあったのですが、科学や数学にまつ

わるマジックで、大人の私でもどれも驚かされるも

のばかりでした。なので、子どもたちだともっと感

動は大きいと思いま

す。フリクションペン

で書いたものが、アイ

ロンで真っ白になる

というものやメビウ

スの輪をファスナー

で実験するという画

期的なものが次から

次へと出てきて、とても楽しい時間でした。 

 

2 日目 

この日は、一日、特別支援の算数の分科会へ参加

しました。 

安曇野研究会の森先生や宮城の芳賀先生、名古屋の

元養護学校の教員であった松本先生からそれぞれ

話があり、みんなで考えるという有意義な時間でし

た。 

 森先生からまず「分けて」という言葉を用いて、

四則演算の文章問題を作るというやったことのな

い課題が与えられ、結構、頭を使いましたが面白か

【数学教育協議会第 62 回全国研究大会（岐阜大会）参加報告 その１】 

全国大会（岐阜大会）に参加して 

                    井上 麻記子（都立文京盲学校高等部）  
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ったです。10 人弱の参加者全員で色々出し合い、演

算ごとに文章題を分けて貼り、お互い見合うことで、

色々な見方があることに気づき、新鮮でした。 

「分けて」と言われると割り算だけのイメージがあ

りますが、そんなことはないということに気づかさ

れました。 

文章問題が苦手であるのは、ろう学校に限ったこ

とのように言われることもありますが、どの学校も

共通している問題だと改めて思いました。また、そ

のあと足し算の問題を合併と添加に分け、引き算の

問題を求差と求算、求補に分けることによりそれぞ

れの演算の共通性を見つけ、全体像を考えました。 

 

 

 

 

 

 

今回，数学教育協議会の全国大会に初めて参加さ

せていただきました。日本全国から集まった先生方

のたくさんの実践を聞き、新しい教材・教具や指導

法について学ぶことができました。３日間を通して，

授業展開の仕方次第で高校の数学は楽しい実験が

できることを学びました。 

 

１ 日目の授業作りのための講座・「授業作りアラ

カルト（高校編）」［宮本次郎（岩手）］では，三角

比の定理や公式を教えるのではなく，生徒が発見で

きるような仕掛けをたくさん紹介していただきま 

 芳賀先生からは掛け算の指導ということで話が

あり、牛乳パックとタイルを使って、掛け算のイメ

ージを作るということで、これも参考になりました。

9 月から掛け算の学習を始める生徒にはその教材を

用いて指導しようと思っています。 

 

3 日目 

最終日は毎年恒例の AIM サロンでの教具づくり

ということで、今年は「小学校・中学校・高校の教

具」というところに参加しました。100 円ショップ

に売っているボードから、位取りや小数の学習に用

いる教材を作ったり、また、クリアファイルを切っ

て作った繰り上がり繰り下がりの計算機を作った

り、黒田先生には糸を用いたものでどう動かしても

長方形を保つという興味深い教具を教えていただ

きました。まだまだたくさんありましたが、またし

ても時間切れですべてまわりきることはできず、残

念でした。でも今まで以上にたくさんのお土産をも

って帰ることができ、とても有意義な大会でした。 

 

 

   

 

 

 

した。「生徒に，問題を解くことができる力を求め

ない」という言葉が印象的でした。生徒に練習問題

を正確に解くことばかり求めている自分の考え方

を反省しました。 

また，１日目の夕方には教具展もありました。高

校用の教具も多数あり，今後の指導方法の参考にな

りました。「微分メガネ」は簡単に作ることができ，

さらに使い方も簡単なので，今年の指導の際には実

際に使ってみようと思います。 

 

２日目の分科会「数と式・２次関数・整数・順列・

組み合わせなど」［草彅浩二（東京）］では，先生方

【数学教育協議会第 62 回全国研究大会（岐阜大会）参加報告 その２】 

「問題を解く」ばかり求めた授業を反省 

         細川孝子（水戸聾学校高等部、聴覚障害者）  
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の数学に対する熱意を強く感じました。生徒の反応

を踏まえて改良を重ねられた研究は、私も生徒にな

った気持ちで引き込まれて行きました。私が引き込

まれたように，生徒を引き込む授業研究を進めたい

と思います。 

 

３日目の AMI サロン「発想を豊かにする授業」［下

町寿男（盛岡第三高校）］では微分の導入が特に印

象に残っています。白い用紙は一定の速度で左へ動

かします。この用紙の上を，黒いマジックペンをし

っぽに付けたザウルス君（恐竜のぬいぐるみ）を上

下に速度を変えて動かします。そして完成したグラ

フを見ると，ザウルス君が休憩していた時間や速く 

 

 

 

 

 

 

同僚の先生のご紹介で大会を知り、参加しました。 

 小学部低学年～中学年を担任してきました。中で

も算数は、毎年必ず教えることになる教科です。聾

学校だから、聴覚障害児だから「文章問題が難しい

のだ」とか、「論理的に説明できないのだ」と、言

語面からの理解でそのつまづきを説明されること

が多かったのですが、本当にそれだけなのかと疑問

にもち、算数の本当の楽しさや難しさが、自分自身

理解できていないと感じることもあり、数学や算数

に絞った勉強がしたいと思っていましたので、とて

も有意義に過ごさせていただきました。 

①１日目午前 授業作りのための講座・３年生の教

材のポイント（高橋善久［東京］） 分科会 長さ 

かさ 重さ 

  割り算の指導、重さの指導について、講師の

方のやり方や経験を聞きました。割り算では等分除 

移動していた時間が分かり，グラフの傾きが微分に

繋がるというものです。生徒も見て分かり、教員も

説明しやすい内容でした。生徒が学習に意欲的に取

り組むために，「楽しく分かりやすい授業」を意識

し，大事にされてきたことが伝わってきました。 

 

 今回，大会参加につきましては，ろう学校数学

教育研究会代表の矢沢国光先生をはじめ，岐阜県

聴覚障害者情報センターの山田さん，手話通訳士

の方々には大変お世話になりました。皆様のおか

げで各内容を理解し，また楽しむこともできまし

た。今大会で学習したことは今後の授業の中で活

かしていきます。本当に，ありがとうございまし

た。 

 

 

 

 

 

 

と包含除の意味の違いを、わりばしとブロックを使

った割り算盤で示しながら指導する方法、重さの指

導で、直接比較から普遍単位に至るまでの過程で大

切にしなければならないものとその理由、重さその

ものが、長さやかさと違う点に着目した指導の実際、

とても参考になりました。 

 

 

 

【数学教育協議会第 62 回全国研究大会（岐阜大会）参加報告 その３】 

「おもしろい」と共感できる算数授業をしたい 

        佐々木直子（大阪府立生野聴覚支援学校小学部教諭 聴覚障害者） 
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 ②２日目午後 分科会 ４～６年の図形 

  図形を定義から見て判別するように、小学校段

階から教えていきますが、幼児のときに習得した

「○」「△」「□」からの脱却がなかなか難しく、単

元をやっているときはわかっているように思えて

も、単元が終わったら忘れてしまう。これは定義か

ら入る図形の見方のおもしろさが教えられていな

いからではないかと、毎年思っていました。 

 形の敷き詰めについて、発表した方が「で、なん

の役に立つのか、と言われたら困るんですが」とお

っしゃっていました。この発表を通し、論理のおも

しろさを理解できたら、おもしろいし、それが応用

につながっていって、新しいものを生み出す可能性 

 

 

 

 

 

 

岐阜県を訪れたのは初めてでした。参加した 1 日

目午前の講座(1 年生の教材のポイント、斎藤隆［千葉］)は、

1 年生の課程の内容を中心に、数の導入の部分です。

その中で、数の概念をしっかり身につけるためのポ

イントとなることがありました。 

 それは、計算の仕方を子ども達に考えさせること

です。教員は、「計算方法はみんな同じ」と、子ど

も達にその方法を指導し、計算の答えが正しければ

それで子どもたちは理解できたと思いがちです。し

かし、そうではなくて、答えに至るまでの考え方を

身につけること、考え方はさまざまにあり、同じ答

えが出てもそこに至るまでの道はいろいろあると

いうことです。 

ここでは、繰り上がりのたし算を例に説明したい

と思います。 

問題 ７＋６   

考え方その① 

 

があるのだなと感じました。 

計算ができたら生活に困らないとか、教科書の内

容を大体理解できていたら、中学校でもついていけ

るかなど、実用主義的な考えで算数を教え、勉強さ

せるとあまりおもしろくないし、意欲もわかせるこ

とができないでしょうが、おもしろいところがわか

るように、ともに「おもしろい」と共感できるよう

な算数の授業にして、考えること、創造することの

楽しさを子どもと分かち合って行きたいなと思え

ました。 

 

 手話通訳の配慮等、ありがとうございました。貴

重な勉強ができたと感謝いたしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考え方その② 

 

 

 

 

考え方その③ 

 

 

 

 

⇒これは５－２進法 

   と呼んでいます。 

 

 

【数学教育協議会第 62 回全国研究大会（岐阜大会）参加報告 その４】 

計算の仕方を子どもたちが集団で考える 

           小海幸子（平塚ろう学校小学部 聴覚障害者） 

 

 

 
６は３と３に分けられる 

７と３で１０ 

１０と３で１３ 

７は４と３に分けられる 

６と４で１０ 

１０と３で１３ 

７は５と２、６は５と１に分けられる 

５と５で１０ 

２と１で３、１０と３で１３ 
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このような考え方の存在を知り、理解した上で「自

分のやり方を考える」、「友だちとやり方を出し合

う」、「やり方の中から自分で選ぶ」この個人→集団

→個人というサイクルがより成長させる学習方法

ということです。 

 この学習方法を効果的にするには、「タイル・ブ

ロック」と「補助記号（数の合成や分解を表す小さ

な数字や線、矢印など）」が共通のコミュニケーシ

ョンの役割を担い、やり方を他者に説明するときに、

わかりやすくなります。１０は５と５に分解される

こと、５と５を合わせると１０になること、５のか

たまりを活かした指導が重要です。 

以上、数の計算の基礎をどう指導していくかを学

び、教材・教具のヒントも得られました。これから

の指導に活かしていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

今年の数教協大会は岐阜市で開催されました。今

年もできるだけ多くの話をしたいと準備して参加

しました。 

 

８月７日（木） 

午前中は「授業作りのための講座」がありました。 

私は，「図形と方程式・ベクトルのポイント」とい

う講座を受け持ちました。今回は，いろいろな紙工

作を紹介しました。 

「図形と方程式」の分野では， 

① 「内分点・外分点」ではコマを作りました。 

② 「三円の共通弦の交点」は，「飛行船の位置」

の模型を作りました。 

「ベクトル」の分野では， 

①  空間の模型を作って，そこに赤い糸で

直線を張り，また，紙を折って平面の模型を作り 

毎年全国大会の情報保障はろう数研・矢沢先生

の尽力で、手話通訳者の派遣をしていただいてい

ます。今回も開会行事は主催事務局が依頼、講

座・分科会はろう数研で依頼しました。情報保障

の問題で聴者の方々に知っていただきたいこと

は、その理念です。現在、手話言語条例の制定の

動きが地方自治体で活発になり、障害者差別解消

法が2013年6月に可決されました(2016年施行)。

文字通り障害者を差別しないという法律ですが、

罰則などはどのようになるか不明です。法律だけ

が一人歩きして、実際はお金がないから仕方がな

いというオチになるのではないかと心配です。情

報保障の問題は、当事者だけでなく全ての方々に

関わることだということを訴えたいと考えてい

ます。 

 

 

 

 

 

ました。 

② 「ガレージに屋根をつける」という設定で

模型を作りました。 

この 2 つの分野は模型作りがたくさん考えら

れるので，授業がしやすいと思います。 

 

夜は「教具展」です。私は，「塩が教える幾何

学」を出展しました。1998 年に初めて出展して

以来，今年で 16 回目になります。（1999 年を除

いて毎年）1998 年には三角形の内心・外心・傍

心の求め方，2000 年にはこれに付け加えて双曲

線・放物線・楕円の描き方を発表しましたが，そ

れ以来，とくに新しい発展はありません。それで

も毎年「初めて見た」という方がいらっしゃるの

で，相変わらず同じものを出し続けています。今

年も「今まで知らなかった」という方が何人かい

【数学教育協議会第 62 回全国研究大会（岐阜大会）参加報告 その５】 

数学教育協議会 岐阜大会の報告 

                         黒田 俊郎（ろう数研顧問） 
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らっしゃって，「おもしろい」と言っていただきま

した。 

 

８月８日(金) 

この日は午前も午後も「分科会」です。私は「ベ

クトル」の分科会に参加して，「内積の授業」の報

告をしました。これは，今年の 5 月，東京電機大学

の「学生研修大会」という集まりで「授業のモデル」

として行ったものです。斜面の模型を作って，「最

大傾斜線と等高線とは垂直に交わる」ということを

示してから，「（勾配ベクトル）と（変位ベクトル）

の内積は高さを表す」ということを説明しました。

これは， 

「勾配×距離＝高さ」 

という式の拡張になっています。模型を使っても，

この概念は難しいようでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付で木の名札を渡された。地元名物の長良川

の鵜飼いの図がデザインされている。こんな凝った

名札は、初めてだ。 

 

 

８月９日(土) 

「ＡＭＩサロン」の「教具づくり」に参加しまし

た。私は「中点四辺形」の教具(未完成品：これに

糸を通せば完成する)を用意して持って行きました。

本当は 30 個用意するつもりでしたが，時間がなく

て 18 個しか用意できず，「不足したら恥ずかしい

な」と思っていたのですが，お客さんが 16 人しか

おいでにならなかったので十分でした。「台風が来

る」というので，朝早く帰った方もいたと聞きまし

た。 

 

私は翌日に郷里の鹿児島で法事があるので，愛知

県の中部空港から鹿児島までの便を予約していた

のですが，台風のため欠航になってしまいました。

あわてて米原から新幹線で行きましたが，幸いその

日のうちに鹿児島に到着しました。大阪から鹿児島

まで 4 時間かかりませんでした。新幹線も速くなっ

たなぁと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 ◇関数学習の目的は？ 

今年は、「関数」を中心に見聞した。11 月 7 日千

葉ろう学校で開催される関ろう研中高部数学分科

会の助言者を依頼されており、そのための情報集め

ということもあった。 

「関数」の学習は小学部からはじまっている。「と

もなって変わる量」――これではあまりに抽象的で、

ばくぜんとしている。 

「ブラックボックス」が導入されて、 

入力→「はたらき」→出力 

という図式ができあがった。 

 入力・はたらき・出力とは何を意味するのか？ 

 

【数学教育協議会第 62 回全国研究大会（岐阜大会）参加報告 その６】 

「関数」を考える、ほか 

                   矢沢国光（元都立聾学校教員 ろう数研） 
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ある集合から別の集合への「写像」、という見方も

ある。しかしこれでは「ともなって変わる量」より

もっと抽象的で、ばくぜんとしている。 

 

 1 日目「授業作りのための講座」9「関数教材の

ポイント」（小寺隆幸［京都］）は、遠山啓先生のこ

とばを引用して、因果関係つまり《原因→結果》の

客観的法則を数学的に表したものが関数だという。 

 《原因→結果》というと、自然界の事象がまず思

い浮かぶ。「客観的な法則」となると、なおさら人

工的なものは排除される。お線香の燃える時間と燃

えた長さ、カーテンレールを転がる鉄球の、「転が

る時間」と「転がった距離」、天秤がつりあうとき

の「分銅の位置（規準の位置からの距離）」と「分

銅の重さ」などである。小寺さんもこうした題材を

取り上げるが、自然現象に限る必要はないという。

教室内であつかいやすく・さまざまな種類の「規則」

がえられる題材として、「方眼紙に正方形をおく」

を紹介してくれた。 

 次の二つの図は、生徒の「作品」である。 

一つ目の図：段の数ｘと内角の和ｙの関係を調べ

ると 

  ｙ＝360＋720（ｘ－1） 

という一次関数になっている。 

 二つ目の図：段の数ｘと「外と接していない正方

形の数」ｙの関係が表に書き込まれている。「ｘ段

の式」は空欄になっているが、教師のコメント「こ

の式は 2 段ずれて１，4，9，16 となるのですから

ｙ＝（ｘ－2）２  ただしｘは２以上」が添えられ

ている。 

生徒が自分で「さまざまな変化のパターン」を

発見する。発見したパターンは 100 通り以上にもな

ったという。 

＊小寺さんの関数授業については、2006 年の

「数学教室」に連載があります。 

 

 

 

2 日目分科会「中学校 関数」では、徳重洋さん

［関東］のおもしろい話しを存分に聞くことができ

た。徳重さんは私の住んでいる川口市のとなり町・

草加市の中学校を退職したばかりで、数学教育のた

めの「手作り教具研究所」をはじめた。徳重さんが

ビデオで紹介した電車とレールの教具は、なんと、

千葉ろう学校中学部の教員の依頼によって製作し

たものだった。 

徳重さんのはなしで感心したことは二つある。一

つは、中学校の授業実践の中で気づいた「関数授業

の改善策」。豊富でなるほどと思う。たとえば： 

・小学校では比例を「2 倍なら 2 倍…」と教える

［そのため、変化表には 0がなく、１からはじまっ

ている］。中学校の比例関数では「一様変化」が大

切であり、変化表は 0 を基点にすべきだ。 

・比例定数→「変化の割合」の確実な理解が重要

になる。 

・「対応」より「変化の法則」を関数の中心に据

えたい。 

・一次関数を ｙ＝ａｘ＋ｂ と書いてｂは「定

数」、と教えるのは、「法則性の理解」になじまない。

そうではなくて「初期値」として押さえ、ｙ＝ｂ＋

ａｘ と書いた方がよい。 

・グラフを別扱いにしないで、題材ごとに表も式



 ２０１４年１０月２７日    ろう数研会報第２４号     （９） 

もグラフも「まとめてパック」にして学習した方が

よい。関数の学習の途中で「グラフの学習」に入る

と、グラフ(解析幾何)にどっぷり浸かってしまい関

数学習から逸（そ）れてしまう怖れがある。 

・入力が離散量［１，２，３，…］のばあいは、

入力が連続量のばあいと区別して「数列」として扱

った方がよいばあいがある。 

徳重さんの自作教具「電車と鉄球」による授業も

すばらしい。一つだけ紹介しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳重さんの話しでもう一つよかったのは、「題材

の掘り起こし」つまり理科教材や電気工作・実験な

どから関数のよい題材を探し出そうという貪欲な

姿勢である。 

 徳重さんは、理科教材のなかに関数の題材を探す。

小中で扱われている理科教材には、つぎのようなも

のがある。以下、徳重さんの分科会報告から抜粋す

る。 

［小４］空気の圧縮・温度と体積の変化 

［小５］振り子の運動・物の溶け方 

［小６］てこの規則性・電気による発熱 

［中１］力とバネの伸び・圧力・物質と溶解 

［中２］オームの法則・電力量・熱量 

［中３］運動の規則性・力学的エネルギー 

 

 また、生徒が理科の時間に学習する内容（公式）や性

質の背景にある数量関係は次のとおりです。（順不同） 

《電気・熱》 

 電流Ｉ抵抗Ｒ電圧Ｅとすると Ｅ＝Ｒ・Ｉ 

 並列の合成抵抗Ｒの値（３つの場合） １／Ｒ＝１／

Ｒ１＋１／Ｒ２＋１／Ｒ３ 

 電気器具が1秒間に消費する電気の量が電力 電力（W）

=電圧（V）×電流（A） 

 消費された電力の総量が電力量であり、電力量を表わ

す 

 電力量（J）=電力（W）×秒（ｓ） 

 熱量（J）=電力（W）×秒（ｓ） 

 熱量（J）=4.2×水の質量（g）×上昇温度（°C）※

1cal=4.2J1J=0.24cal 

《力・仕事》加えた力の向きに物体を動かしたとき、力

は物体に仕事をしたといいます。 

仕事（J）=力の大きさ N×力の向きに動いた距離ｍ仕事

（J）=重力の大きさ N×持ち上げた高さｍ 

仕事（J）=摩擦力の大きさ N×力の向きに動いた距離ｍ1

秒間にする仕事の大きさが仕事率です。 

仕事率（W）=仕事（J）÷秒（s） 

※電力と仕事率とは同じ、電力は電気による仕事率を 


